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図１に米国電信タワーの大気腐食状況を示す。

① 溶融亜鉛メッキのは、亜鉛が大気の腐食に対して、バリアー層と犠牲陽極になり、鉄

部材を保護する。

② 使用年数とともに、亜鉛は大気の腐食性、雨／晴れのサイクルにより腐食する。

亜鉛の腐食生成物（さび）は、炭酸亜鉛、酸化亜鉛、水酸化亜鉛、硫酸亜鉛、水酸化塩化

亜鉛、水酸化塩化硫酸亜鉛が生成する。

③ 表面の亜鉛が消失すると、赤茶色の三水酸化鉄 Fe(OH)3、黒色のマグネタイFe3O4, 

青／緑の二水酸化鉄 Fe(OH)2が生成する。

２．対策２．対策２．対策２．対策

日本での対策として、京都マテリアルズ製のPL Galva塗料を使用し、塗料中の微粒亜鉛

による犠牲防食作用及び亜鉛サビによる対環境バリア作用によりタワーの半永久的防食

が可能である。

図１ 送電信タワーの腐食（米国の例）

M..Ｚａｍａｎｚａｄｅｈら：送電信鉄塔の腐食リスク戦略,
Materials Performance, Ｖol．５３，Ｎｏ．３， ２０１４）



米国では、上図に示す各金属のさびに関して、各元素の

Pourbaix Diagram(元素の電位－pH図）をつけたデータ

ベース作成のプロジェクトを立ち上げている。

インフラストラクチャーの維持管理に役立てる。



特別報告３特別報告３特別報告３特別報告３ ケルビンプローブによる露点腐食のモニタリングケルビンプローブによる露点腐食のモニタリングケルビンプローブによる露点腐食のモニタリングケルビンプローブによる露点腐食のモニタリング

１．測定原理１．測定原理１．測定原理１．測定原理：数十ミクロン～数mmの腐食液で覆われた金属材料の腐食電位を測定して、

腐食の状態を知る。照合電極を水溶液に漬ける必要はない。

火力ボイラー低温部の硫酸露点腐食、インフラストラクチャーの大気腐食、石油化学、石油精

製工場のステンレス配管の外面応力腐食割れ（ESCC)及び自動車排気系ステンレス管の孔

食･すき間腐食などの検査に使用可能である。

２．照合電極を大気中にぶら下げ、金属試験片と照合電極の間を約２ｍｍの間隔に保ち振動さ

せることにより、試験片と照合電極でコンデンサーが発生する。このコンデンサーを利用して金

属の腐食電位の測定が可能となる。実験室内でのモニタリングでは、この２ｍｍの間隔で十分

であるが、実装置の腐食モニタリングと使用するには、電極間の距離は最低５ｍｍが必要とな

る。

３．新しいケルビンプローブの開発の可能性３．新しいケルビンプローブの開発の可能性３．新しいケルビンプローブの開発の可能性３．新しいケルビンプローブの開発の可能性

次ページの手書きによる式から、電極間距離を2mmから５ｍｍに広げるためには、照合電極

の面積を２．５倍にすることにより可能となる。

実際には、メーカーのヒロコン㈱及び弊社クライアント会社のL社のご協力を得て検討中。

４．自動車排気系材料の腐食モニタリング装置４．自動車排気系材料の腐食モニタリング装置４．自動車排気系材料の腐食モニタリング装置４．自動車排気系材料の腐食モニタリング装置

図１にその装置概略を示す。





図１． 自動車の排気系システムの炭素鋼及び亜鉛の腐食モニタリング装置

（A.Yang ら：腐食センサによる自動車排気系の腐食モニタリング、Materials 

Performance, Ｖol．５３，Ｎｏ．３， ２０１４）


